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(57)【要約】
【課題】印刷される画像に好適な無色版を一般のユーザ
が容易に生成できるようにする。
【解決手段】領域分割部３４は予め定められた特徴によ
り、入力画像の複数の領域に分割する。領域特徴抽出部
３５は、領域分割された入力画像を用いて各領域の特徴
を算出する。無色版生成部３６は、予め作成された領域
特徴と無色版パターンとの関係を示す領域特徴－無色版
パターンテーブル４１を参照して、領域毎の無色版を作
成し、出力する。領域特徴として、平均輝度、輝度の標
準偏差を用いることができる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力画像を画像の内容に基づいて複数の領域に分割する領域分割部と、
　その領域分割部により分割された領域の特徴を求める特徴抽出部と、
　予め定められた画像の特徴と無色版パターンとの対応関係を保持するルックアップテー
ブルと、
　前記特徴抽出部により求められた特徴を用いて前記ルックアップテーブルを参照し、そ
の特徴に対応する無色版パターンを決定し、その無色版パターンを用いて無色版を生成す
る無色版生成部と
　を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　請求項１に記載された画像処理装置において、
　前記ルックアップテーブルの内容が、以前の入力画像で用いられた無色版パターンによ
り構成されていることを特徴とする画像処理装置。
【請求項３】
　請求項１に記載された画像処理装置において、
　前記ルックアップテーブルの内容が、以前の入力画像における領域と、該領域に対して
付与された無色版パターンとの関係を用いて学習されたものであることを特徴とする画像
処理装置。
【請求項４】
　請求項１に記載された画像処理装置において、
　予め定められたキーワードリストと領域分割パラメータとの対応関係を保持するルック
アップテーブルと、該キーワードリストを表示する手段とを有するとともに、前記領域分
割部は、該ユーザにより選択されたキーワードに関連付けられた領域分割パラメータを用
いて、入力画像の領域分割を行うことを特徴とする画像処理装置。
【請求項５】
　請求項１に記載された画像処理装置において、
　予め定められたキーワードリストと無色版パターンを生成するためのパラメータとの対
応関係を保持するルックアップテーブルと、該キーワードリストを表示する手段とを有す
るとともに、前記無色版生成部は、該ユーザにより選択されたキーワードに関連付けられ
た無色版パターン生成パラメータを用いて、入力画像に対して無色版パターンを生成する
ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項６】
　請求項１に記載された画像処理装置において、
　前記ルックアップテーブルは、予め定められた画像の特徴、及び予め定められた電子写
真プロセスの定着処理におけるパイルハイト制約条件と無色版パターンとの対応関係を保
持するものであり、
　前記無色版生成部は、前記特徴抽出部により求められた特徴及び前記パイルハイト制約
条件を用いて、前記ルックアップテーブルを参照し、その特徴及びパイルハイト制約条件
に対応する無色版パターンを決定し、その無色版パターンを用いて無色版を生成する
　ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項７】
　請求項６に記載された画像処理装置において、
　前記ルックアップテーブルは、予め定められた画像の特徴、予め定められた電子写真プ
ロセスの定着処理におけるパイルハイト制約条件、及び前記電子写真プロセスにより画像
が形成される紙の紙種情報と無色版パターンとの対応関係を保持するものであり、
　前記無色版生成部は、前記特徴抽出部により求められた特徴、前記パイルハイト制約条
件、及び前記紙種情報を用いて、前記ルックアップテーブルを参照し、その特徴、パイル
ハイト制約条件、及び紙種情報に対応する無色版パターンを決定し、その無色版パターン
を用いて無色版を生成する
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　ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項８】
　請求項６に記載された画像処理装置において、
　前記パイルハイト制約条件は、ニップ幅、定着温度、トナー種類のいずれか一つもしく
は二つ以上の組み合わせであることを特徴とする画像処理装置。
【請求項９】
　請求項７に記載された画像処理装置において、
　前記紙種情報は、紙の重さ情報、光沢度情報、白色度情報、表面平滑度情報のいずれか
一つもしくは二つ以上の組み合わせであることを特徴とする画像処理装置。
【請求項１０】
　請求項１に記載された画像処理装置において、
　前記領域分割部により分割された領域のうち、ユーザにより指定された領域を選択する
領域選択部を有し、
　前記特徴抽出部は、該領域選択部により選択された領域のみの特徴を抽出する
　ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項１１】
　請求項１に記載された画像処理装置において、
　前記領域の特徴は、輝度の平均値及び標準偏差であることを特徴とする画像処理装置。
【請求項１２】
　コンピュータを、請求項１～１０に記載された画像処理装置の各部として機能させるた
めのプログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無色のトナーもしくはインクなどの記録剤を使用し、電子写真記録方式やイ
ンクジェット記録方式などにより画像形成を行う、プリンタ、複写機、印刷機などの画像
形成装置に好適な画像処理装置及びプログラムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　このような画像形成装置において、印刷物の表面保護や、表面光沢の変化による画像表
現の改善を目的として、無色のトナーもしくはインク（以下クリアトナー）を用いた無色
版を利用することがある。
【０００３】
　クリアトナーは独自の色を持たないため、画像の制作者の意図により様々なパターンを
持つことが可能である。例えば特許文献１には、クリアトナーにより付与可能なテクスチ
ャ（クリアトナーパターン）を予めコンピュータの記憶装置に複数格納しておき、オペレ
ータがコンピュータのディスプレイ上でテクスチャを付与する領域を指定し、さらにプル
ダウンメニューを用いてテクスチャを選択することが記載されている。また、特許文献２
には、画像形成装置の操作パネル上でロゴや波模様などのクリアイメージ画像（クリアト
ナーパターン）を登録することが記載されている。
【０００４】
　しかし、これらの文献に記載されている技術は、その高い自由度のため、逆に一般のユ
ーザにとっては好適な無色版を生成することが難しいという問題がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、このような問題を解決するためになされたものであり、その目的は、印刷さ
れる画像に好適な無色版を一般のユーザが容易に生成できるようにすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　本発明の画像処理装置では、入力画像を複数の領域に分割し、分割された各領域の特徴
を求め、その特徴に応じて各領域に適した無色版パターンを決定する。
【０００７】
　最も単純には、１種類以上の特徴からなる特徴セットにより張られる特徴空間と無色版
パターンとの間の対応を示すルックアップテーブルを予め定めておき、各領域の特徴セッ
トを用いてルックアップテーブルを参照し、その特徴セットに対応する無色版パターンを
決定する。
【０００８】
　上記ルックアップテーブルは以前のｎ個（ｎは２以上の整数）の入力特徴セットと無色
版パターンを利用して、例えばサポートベクターマシン（Support Vector Machine：ＳＶ
Ｍ）などを用いて判別器を学習、作成することができる。
【０００９】
　特定の入力画像に対して好適な無色版パターンをユーザが手動作成することは困難であ
るため、ユーザに対して簡便な無色版パターン作成手段を提供することで、本発明の利用
可能性を高める。この目的のため、本発明では、ユーザが容易に理解できるキーワードリ
ストと、前記無色版パターンとを対応付けたルックアップテーブルを予め作成しておき、
ユーザにキーワードリストを表示し、キーワードを選択させることで、入力画像に対する
無色版パターンを決定する。
【００１０】
　キーワードリストを用いたユーザによる処理選択は２つある。入力画像の領域分割に対
するもの、及び各領域に対する無色版パターンの選択に対するものである。
【００１１】
　入力画像の領域分割に対する処理としては、例えば分割の細かさをキーワードリストで
選択する処理がある。この場合、例えば、「大まかに」、「詳細に」などの語句と、領域
分割のパラメータ、例えば領域分割の前処理としての低解像度化処理のパラメータを関連
付けることで、キーワードリストと領域分割処理パラメータの関連付けが可能である。
【００１２】
　各領域に対する無色版パターンの選択に関してはまず、キーワードリストと無色版パタ
ーンを、既存の入力画像と無色版パターンとの関係から学習する。キーワードリストは予
めシステム作成者が作成しておくことができる。これは例えば「JAGAT:印刷物の総合評価
:http://www.jagat.or.jp/story_memo_view.asp?StoryID=10431」に例示されているよう
な感性を表す語句（滑らか、しっとりしている、メリハリがきいている、・・・）の組を
利用することができる。システム作成者はこのキーワードそれぞれに対して、想定される
無色版パターンを対応付ける。この過程は別途既存例からの学習を利用してもよい。
【００１３】
　電子写真プロセスでは、トナーを紙に転写し熱と圧力を加えることで定着させるため、
紙面に付着可能なトナー量と盛りの高さ（パイルハイト）には制約がある。そのため印刷
物の表面造形で触覚に訴えかけるためには、上記制約を考慮した無色版パターンを生成す
る必要がある。
【００１４】
　そこで、電子写真プロセスの内、特に定着処理に関する情報として、定着ローラ―のニ
ップ幅、定着温度、トナー種類を用いることで、紙面上に形成可能なトナーの高さ（パイ
ルハイト）を予測する。
【００１５】
　また、印刷に用いる紙種に関して、紙の厚さを代表する情報としての紙の重さを、紙面
表面の特性を代表する情報として、紙の白色度、光沢度、表面平滑度を利用し、印刷状態
を予測する。
【００１６】
　さらに、ユーザによる指定などで、クリアトナーを乗せる画像領域を決定した後、その
領域を代表する特徴として、平均輝度及び標準偏差を用いることで、その領域からユーザ
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が受ける表面造形の印象（ざらついている、滑らかである、など）を予測する。
【００１７】
　予測を行う前に予測に必要なデータを取得するための予備実験を行い、領域の平均輝度
、標準偏差の組み合わせと、印刷物上で期待される諸効果（凹凸感や光沢感）を対応付け
ておく。また同様に、その効果とそれを実現するための印刷パターンについても対応付け
ておく。この対応付けには、前記の定着処理に対する制約情報を用いる。この対応付けは
、ユーザが行った処理の結果をもとに決定してもよいし、設計者が一意に対応付けてもよ
い。この対応付けは作像エンジン毎に作成してもよいし、一組みの対応付けで全ての作像
エンジンに対応させてもよい。対応付けはルックアップテーブルで管理する。これにより
、印刷に用いる作像エンジンの特性を無色版生成に加味し、印刷物上のクリアトナーによ
る効果を予測することが可能となる。
【００１８】
　予測処理では、新たな入力画像が与えられた場合、ユーザによる指定などで、クリアト
ナーを乗せる画像領域を決定（領域分割）した後、その領域の平均輝度と標準偏差を算出
し、これらの値と予め定義されている上記の対応付け（ルックアップテーブル）により、
その領域に与える無色版パターンを決定する。
【００１９】
　［作用］
　本発明によれば、画像の特徴セットにより張られる特徴空間と無色版パターンとの間の
対応関係を示すルックアップテーブルを予め作成しておき、入力画像の各領域の特徴セッ
トを求め、各領域の特徴セットを用いて前記ルックアップテーブルを参照し、特徴セット
に対応する無色版パターンを決定し、その無色版パターンを用いて各領域の無色版を生成
する。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明の画像処理装置を使用することにより、ユーザは簡便に、画像の各領域に適した
無色版を生成し、利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の第１の実施形態の画像処理装置を含む画像形成システムを示す図である
。
【図２】本発明の第１の実施形態の画像処理装置の機能ブロック図である。
【図３】本発明の第１の実施形態の画像処理装置を含む画像形成システムのＵＭＬ（Unif
ied Modeling Language：統一モデリング言語）コンポーネント図である。
【図４】図３の各コンポーネントの基本的な動作を示すシーケンス図である。
【図５】図３のコンポーネントにおける領域分割器（Region segmenter）の動作の第１の
例を示すシーケンス図である。
【図６】図３のコンポーネントにおける領域分割器（Region segmenter）の動作の第２の
例を示すシーケンス図である。
【図７】図３のコンポーネントにおけるユーザインタフェース（User interface）の動作
の第１の例を示すシーケンス図である。
【図８】図３のコンポーネントにおけるユーザインタフェース（User interface）の動作
の第２の例を示すシーケンス図である。
【図９】本発明の第２の実施形態の画像処理装置の無色版パターン生成処理のフローチャ
ートである。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して説明する。
　［第１の実施形態］
　〈画像形成システムの構成〉
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　図１に本発明の第１の実施形態の画像処理装置を有する画像形成システムを示す。この
画像形成システムは、ネットワーク２と、それぞれがネットワーク２に接続された画像処
理装置１、画像取得装置３、画像出力装置４、及び記憶装置５からなる。
【００２３】
　画像取得装置３はイメージスキャナやデジタルカメラなど、写真、原稿、風景などの画
像の画像情報を取得する装置である。画像出力装置４は電子写真記録方式やインクジェッ
ト記録方式のプリンタやプロッタからなる画像を形成する装置である。記憶装置５はＨＤ
Ｄ（ハードディスクドライブ）などの大容量の外部記憶装置である。
【００２４】
　画像処理装置１は、コンピュータにより構成されており、画像処理装置内部バス１１と
、それぞれが画像処理装置内部バス１１に接続されたＣＰＵ（Central Processing Unit
）１２、ＲＯＭ（Read Only Memory）１３、ＲＡＭ（Random Access Memory）１４、記憶
装置１５、操作装置１６、表示装置１７、及び通信装置１８を有する。
【００２５】
　ＣＰＵ１２は、ＲＯＭ１３や記憶装置１５に格納されているプログラムやデータをＲＡ
Ｍ１４に読み込んで実行することにより、この画像処理装置１の全体の制御などを行うプ
ロセッサである。ＲＯＭ１３はプログラムやデータを記憶するメモリである。ＲＡＭ１４
は、ＣＰＵ１２が各種動作を行うときにプログラムやデータを一時的に記憶するメモリで
ある。記憶装置１５はＨＤＤからなり、ＣＰＵ１２が各種動作を行うときに使用するプロ
グラムやデータを記憶する内部記憶装置である。
【００２６】
　操作装置１６は、キーボード、マウスなど、ユーザが画像処理装置１を操作するための
ユーザインタフェースである。表示装置１７は、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）やＣ
ＲＴ（Cathode Ray Tube）など、操作装置１６から入力した情報や画像処理装置１の動作
状態などを表示するユーザインタフェースである。通信装置１８は、ネットワーク２を介
して、画像取得装置３、画像出力装置４、記憶装置５とデータ通信を行うための装置であ
る。
【００２７】
　このような構成により、画像処理装置１は内部の記憶装置１５、外部の記憶装置５のい
ずれかに保持される入力画像、もしくは画像取得装置３により取得される入力画像情報を
取得する。次に作業用のＲＡＭ１４にその入力画像情報を展開し、予め定められた処理方
法によりこれを処理する。この結果は記憶装置１５もしくはネットワーク２経由で記憶装
置５に保持することができる。ユーザからの指示に従い、システムはＲＡＭ１４に展開さ
れた処理済み画像情報をネットワーク２経由で画像出力装置４に送り、ハードコピーを作
成することができる。
【００２８】
　〈画像処理装置の機能ブロック〉
　画像処理装置１の機能ブロックを図２に示す。図示のように、画像処理装置１は、画像
処理部２１、ルックアップテーブル（ＬＵＴ）２２、及び学習処理部２３を有する。
【００２９】
　画像処理部２１は画像入力部３１、解像度変換部３２、色空間変換部３３、領域分割部
３４、領域特徴抽出部３５、及び無色版生成部３６を有する。ルックアップテーブル２２
は、領域特徴と無色版パターンとの関係を示す領域特徴－無色版パターンテーブル４１、
キーワードリストと領域分割パラメータとの関係を示すキーワード－領域分割パラメータ
テーブル４２、及びキーワードリストと無色版パターンパラメータとの関係を示すキーワ
ード－無色版パターンパラメータテーブル４３を有する。なお、ルックアップテーブル２
２は記憶装置１５または記憶装置５に保持されている。
【００３０】
　画像入力部３１に入力される入力画像は多くの場合ＲＧＢカラーで表現されるものであ
るが、プリンタやプロッタの色材の構成（例えばＣＭＹＫ）に従って入力画像の色空間を
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変換する必要がある。これは色空間変換部３３で行われる。
【００３１】
　入力画像はまた、無色版作成の前処理として解像度変換や平滑化などの前処理を施され
る。これらの前処理は解像度変換部３２にて行われる。前処理後の画像は予め定められた
特徴により、領域分割を施される。これは領域分割部３４で行われる処理であり、例えば
文字領域と写真領域の抽出、写真領域に対するオブジェクト抽出などが行われる。このと
き例えばユーザに操作装置１６から領域分割パラメータを設定させることもできる。この
場合ルックアップテーブル２２から、キーワード－領域分割パラメータテーブル４２を参
照する。
【００３２】
　領域分割された入力画像を用いて各領域から領域特徴を算出する。この処理は領域特徴
抽出部３５で行われる。無色版生成部３６は、領域特徴抽出部３５で算出された領域特徴
に対し、ルックアップテーブル２２上の領域特徴－無色版パターンテーブル４１を用いて
各領域の無色版パターンを生成し出力画像（無色版）を得る。なお、学習処理部２３につ
いては後述する。
【００３３】
　〈画像処理装置のコンポーネント〉
　図３に本実施形態の画像形成システム（図１）のＵＭＬコンポーネント図を示す。これ
らのコンポーネントは図１の画像処理装置１の記憶装置１５で保持され、実行時にＲＡＭ
１４に展開される。
【００３４】
　図３に示すように、本実施形態の画像形成システムは、ＵＭＬコンポーネントとして、
ユーザが直接操作するユーザインタフェース（User Interface）５１、入力画像を分割し
無色版を生成する領域分割器（Region segmenter）５２、入力画像を取得するためのスキ
ャナ（Scanner）５３、画像保持のためのリポジトリ（Repository）５４、印刷出力を行
うためのプロッタ（Plotter）５５からなる。
【００３５】
　ユーザインタフェース５１はその他のコンポーネントに対する指示を行うため、オペレ
ーション（operation）ポートに対してコネクションを持つ。領域分割器５２はスキャナ
５３,リポジトリ５４から情報を取得するために、データ（data）ポートに対してコネク
ションを持つ。また最終的な出力はリポジトリ５４もしくはプロッタ５５を経て行われる
ため、領域分割器５２はこれらのコンポーネントに対してデータポートに出力用のコネク
ションも持つ。リポジトリ５４は過去の画像データの他に、ルックアップテーブル２２も
保持する。
【００３６】
　〈コンポーネントレベルでの基本的な動作〉
　図４に各コンポーネントでの基本的な動作（振る舞い）のシーケンスを示す。
　オペレータ（Operator）５６はユーザインタフェース５１を通じ入力画像を指示する（
Ｓ１）。入力画像が既存の場合、例えば通常のファイルシステムにおける検索で得られる
。これは図ではＳ２及びＳ３で示される。Ｓ３の入力画像検索で利用されるリポジトリ５
４は、ＨＤＤなどの記憶装置と、それを管理するコントローラ部、記憶内容を管理するコ
ンテンツ管理部などからなるが、図ではそれらをまとめてリポジトリとしている。
【００３７】
　オペレータの指示によりリポジトリ５４を検索し得られた入力画像は、確認のためユー
ザインタフェース５１に表示される（Ｓ４、Ｓ５）。オペレータ５６はユーザインタフェ
ース５１を通じて、表示された入力画像に対する無色版作成を指示する（Ｓ６）。
【００３８】
　領域分割器５２はユーザインタフェース５１から入力画像に関するデータを受け取る（
Ｓ７）。これは例えばリポジトリ５４内の特定のアドレスを指すポインタでもよいが、本
実施形態では説明を簡単にするため、ユーザインタフェース５１が入力画像を保持し、こ
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無色版を作製しユーザインタフェース５１に返す（Ｓ８）。これも上記と同様に、領域分
割器５２がリポジトリ５４に無色版を保存し、そのポインタをユーザインタフェース５１
に返すことでも実現できるが、本実施形態では説明を簡単にするため、ユーザインタフェ
ース５１が無色版を保持するものとする。
【００３９】
　ユーザインタフェース５１は作成された無色版をオペレータ５６に表示する（Ｓ９）。
オペレータ５６は無色版を確認後、入力画像と無色版の印刷を指示する（Ｓ１０）。
【００４０】
　印刷工程は、ユーザインタフェース５１が印刷に必要となる入力画像データと無色版デ
ータをプロッタ５５に渡すことでなされる（Ｓ１１）。プロッタ５５は印刷を行うための
機器である。ここでは電子写真記録方式によるプロッタ（プリンタ）とする。プロッタ５
５は、プロッタ全体の制御を行うコントローラ、印刷で利用されるトナー、トナーを紙面
に転写する転写装置、転写されたトナーを紙面に定着させる定着装置、これら一連の処理
を行うための紙搬送装置などからなる。プロッタ５５は印刷が完了すると、ユーザインタ
フェース５１を通してオペレータにその旨を通知する（Ｓ１２、Ｓ１３）。
【００４１】
　上記過程で得られた無色版を利用することで、例えば電子写真プロセスでＣＭＹＫの４
版に加え、無色版を紙面に印刷し、グロッサー（高温高圧による印刷表面処理機）を通す
ことで、高光沢効果が得られる。グロッサーの高温高圧により印刷表面が融解し、平坦に
なることで表面の平滑性が増すことによるものである。画像透かしなどの用途では、グロ
ッサーを通さずに、クリアトナーに通常の印刷と同程度の光沢を与えるだけで済ませるこ
ともできる。
【００４２】
　本実施形態の画像処理装置１の主たる特徴は図４における領域分割器５２及びユーザイ
ンタフェース５１の動作（振る舞い）にある。以下この点について説明する。
　〈領域分割器５２の動作の第１の例〉
　図５に領域分割器５２の動作（振る舞い）の第１の例を示す。この図において、図４と
同一又は対応するシーケンスには図４と同一の参照符号を付した。
【００４３】
　領域分割器５２は、ユーザインタフェース５１から入力画像に関するデータを受け取る
と（Ｓ７）、その画像の特徴に基づいて画像の領域分割（初期分割）を行い（Ｓ２１）、
その結果をユーザインタフェース５１によりオペレータ５６に表示する（Ｓ２２、Ｓ２３
）。
【００４４】
　オペレータ５６がユーザインタフェース５１に表示されている初期分割結果の画像から
注目領域を選択すると（Ｓ２４）、その選択された注目領域を示すデータが領域分割器５
２に渡される（Ｓ２５）。
【００４５】
　領域分割器５２は、受け取った領域の特徴を計算し（Ｓ２６）、その領域特徴を用いて
リポジトリ５４内の領域特徴－無色版パターンテーブル４１を検索し（Ｓ２７、Ｓ２８）
、領域特徴に対応する無色版パターンを読み出す（Ｓ２９）。以後のシーケンスは図４と
同じである。
【００４６】
　ここで、領域特徴－無色版パターンテーブル４１のデータ構造としては例えば下記の表
１のようなデータ構造を採用することができる。
【００４７】
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【表１】

【００４８】
　この例では利用する特徴を領域内の画像の平均輝度と標準偏差の２つの組み合わせ（特
徴セット）としたものである。また、平均輝度を３段階に分け、それぞれについて標準偏
差を５段階に分けることで、１５個の無色版パターンをポインタで指定できるようにした
。なお、ルックアップテーブルで指定されたパターンはそれぞれ別途定義される。このパ
ターンは記憶装置５又は記憶装置１５で保持しておく。
【００４９】
　このように、特徴セットとは、画像領域を特徴付ける指標の組みを指す。上述した（平
均輝度、輝度標準偏差）の他には（平均輝度、平均色相、平均飽和度）が挙げられる。組
みの中にある指標の数については１以上であれば良く、自由に決められるが、画像処理分
野では、事前の試験により各処理に適切な指標の組みを見つけておくことが多い。
【００５０】
　３つ以上の特徴の組み合わせを用いる場合には、三次元以上のルックアップテーブルを
作成する。実装上はルックアップテーブルに階層構造を持たせることで三次元以上のテー
ブルを容易に作成できる。
【００５１】
　〈領域分割器５２の動作の第２の例〉
　図６に領域分割器５２の動作（振る舞い）の第２の例を示す。この図において、図５と
同一又は対応のシーケンスには図５と同一の参照符号を付した。
【００５２】
　このシーケンス図の特徴はＳ３０にある。Ｓ３０は、オペレータ５６がユーザインタフ
ェース５１に表示されている初期分割結果の注目領域及び以前に使用された無色版パター
ンを指定することで表１に示したようなテーブルを決定する手順である。
【００５３】
　即ちオペレータ５６が注目領域の無色版パターンとして、以前に使用されたものを指定
すると（Ｓ３０１）、領域分割器５２は指定された無色版パターンをリポジトリ５４から
検索し、読み出す（Ｓ３０２、Ｓ３０３、Ｓ３０４）。そして、読み出された無色版パタ
ーンを解析して、平均輝度と標準偏差を算出する。この手順を初期分割された全ての領域
に対して繰り返すことで、平均輝度と標準偏差からなる特徴セットと、以前に使用された
無色版パターンとの関係を示すテーブルを決定することができる。
【００５４】
　このように、各初期分割領域に対してオペレータ５６が無色版パターンを指定するよう
なトライアルを行い、その結果を解析することで、例えば表１のような各領域の平均輝度
と標準偏差に対して、過去の一例として無色版パターンを指定することができる。
【００５５】
　また、図６のＳ３０により、表１のようなテーブルの内容を、以前の入力データと、そ
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こから生成された無色版パターンとの対応関係から学習することにより作成することもで
きる。この場合、各初期分割領域に対して、オペレータに過去の複数の無色版パターンを
手動で選択させ、その結果を基にサポートベクターマシンなどを用いて学習処理部２３で
学習し、ルックアップテーブル２２で利用する。つまり、単純に過去の一例をそのまま用
いるのではなく、過去の複数の例に基づいて予め定めておいた代表値（平均値など）を用
いて、ルックアップテーブルを決定する。
【００５６】
　〈ユーザインタフェース５１の動作の第１の例〉
　図７にユーザインタフェース５１の動作（振る舞い）の第１の例を示す。この図におい
て、図５と同一又は対応するシーケンスには図５と同一の参照符号を付した。
【００５７】
　この図のシーケンスは、ユーザが容易に理解できるキーワードリストをリポジトリ５４
に用意しておき、ユーザにキーワードリストを表示し、キーワードを選択させることで、
キーワードに応じた初期分割を行うことが特徴である。
【００５８】
　図７に示すように、オペレータ５６がユーザインタフェース５１を通じて無色版作成を
指示すると（Ｓ６）、領域分割器５２はリポジトリ５４からキーワードリストを検索し（
Ｓ３１、Ｓ３２）、ユーザインタフェース５１を通じてオペレータ５６に表示する（Ｓ３
３、Ｓ３４）。
【００５９】
　オペレータ５６がキーワードリスト中の所望のキーワードを選択すると（Ｓ３５）、ユ
ーザインタフェース５１はそのキーワードをクエリとしてリポジトリ５４内のキーワード
－領域分割パラメータテーブル４２を検索して（Ｓ３６、Ｓ３７）、キーワードに対応す
る特徴リストを読み出し、ユーザインタフェース５１に渡す（Ｓ３８）。
【００６０】
　下記の表２にキーワード－領域分割パラメータテーブル４２の内容の一例を示す。この
テーブルには、キーワードリストとして「大まかに」、「詳細に」などが書かれており、
領域分割パラメータの特徴として「入力画像低解像度化倍率３」、「入力画像低解像度化
倍率１」などが書かれている。なお、表２は１つのキーワードに対して、１つの特徴が対
応する例であるが、１つのキーワードに対して複数の特徴を対応させる（特徴リストとす
る）こともできる。
【００６１】
【表２】

【００６２】
　次いでユーザインタフェース５１は、領域分割器５２に対して、入力画像データ、特徴
リストを渡し、無色版の生成を指示する（Ｓ３９）。領域分割器５２は、入力された特徴
リストに応じて、入力画像の初期分割を行う（Ｓ２１）。以後の手順は図５と同じである
。
【００６３】
　〈ユーザインタフェース５１の動作の第２の例〉
　図８にユーザインタフェース５１の動作（振る舞い）の第２の例を示す。この図におい
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て、図５と同一又は対応するシーケンスには図５と同一の参照符号を付した。
【００６４】
　この図のシーケンスは、ユーザが容易に理解できるキーワードリスト（ざらざら、すべ
すべ、メリハリがきいている等）をリポジトリ５４に用意しておき、ユーザにキーワード
リストを表示し、キーワードを選択させることで、キーワードに応じた無色版パターンを
生成することが特徴である。
【００６５】
　図８に示すように、オペレータ５６が注目領域を選択すると（Ｓ２４）、ユーザインタ
フェース５１はリポジトリ５４内のキーワードリストを検索し（Ｓ４１、Ｓ４２）、検索
したキーワードリストを、ユーザインタフェース５１を通してオペレータ５６に表示する
（Ｓ４３、Ｓ４４）。
【００６６】
　オペレータ５６がキーワードリスト中の所望のキーワードを選択すると（Ｓ４５）、ユ
ーザインタフェース５１はそのキーワードをクエリとしてリポジトリ５４内のキーワード
－無色版パターンパラメータテーブル４３を検索して（Ｓ４６、Ｓ４７）、キーワードに
対応する特徴リストを読み出し、ユーザインタフェース５１に渡す（Ｓ４８）。特徴リス
トとしては万線とその周波数、あるいは網点とその比率などが挙げられる。
【００６７】
　次いでユーザインタフェース５１は、領域分割器５２に対して、特徴リストを渡し、無
色版の生成を指示する（Ｓ４９）。領域分割器５２は、入力された特徴リストに応じて、
無色版を生成する（Ｓ５０）。以後の手順は図５と同じである。
【００６８】
　なお、以上の実施形態では、オペレータは、表示された無色版をそのまま用いているが
、適宜修正して用いることもできる。また、以上の実施形態は画像形成装置に用いる無色
版の作成に関するものであるが、本発明は画像の領域に対する無色版パターンを定めるこ
とに関するものであり、印刷プロセスには依存しない。従って、本発明はオフセット印刷
用の無色版（ニス版）の作成にも適用することができる。
【００６９】
　［第２の実施形態］
　図９は、本発明の第２の実施形態の画像処理装置の無色版パターン生成処理のフローチ
ャートである。本実施形態の画像処理装置を有する画像形成システム、本実施形態の画像
処理装置の機能ブロック図、本実施形態の画像処理装置を含む画像形成システムのＵＭＬ
コンポーネント図、その各コンポーネントの基本的な動作を示すシーケンス図は、それぞ
れ第１の実施形態の図１、図２、図３、図４と同じである。
【００７０】
　図９は、第１の実施形態の図５のシーケンスを、パイルハイト制約条件及び紙種情報を
読み込み、それらを加味して、無色版パターンを決定するように変形する処理と言える。
即ちステップＳＴ１０１の画像入力処理は図５のシーケンスＳ１に対応し、ステップＳＴ
１０２の領域指定処理は図５のシーケンスＳ２４に対応する。また、ステップＳＴ１０４
のパイルハイト制約条件読み込み処理、ステップＳＴ１０５の紙種情報読み込み処理、ス
テップＳＴ１０６の無色版パターン決定処理は、図５のシーケンスＳ２７～Ｓ２９に対応
する。ここで、ステップＳＴ１０４で読み込まれるパイルハイト制約条件、ステップＳＴ
１０５で読み込まれる紙種情報は、予め定められ図３のレポジトリ５４により保持されて
いる。なお、ステップＳＴ１０３の領域選択処理、ステップＳＴ１０７の判定処理、及び
ステップＳＴ１０８の次の領域を選択する処理は、複数の領域指定を可能にするために設
けた処理である。
【００７１】
　ただし、図５のシーケンスＳ２７～Ｓ２９では、前述のとおり、領域特徴（平均輝度、
標準偏差）を用いてリポジトリ５４内の領域特徴－無色版パターンテーブル４１（表１参
照）を検索し（Ｓ２７、Ｓ２８）、領域特徴に対応する無色版パターンを読み出す（Ｓ２
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９）のに対し、本実施形態では、領域特徴（平均輝度、標準偏差）に加え、パイルハイト
制約条件及び紙種情報を用いて、リポジトリ５４内の領域特徴・パイルハイト制約条件・
紙種情報－無色版パターンテーブルを検索し、対応する無色版パターンを読み出す。
【００７２】
　領域特徴・パイルハイト制約条件・紙種情報－無色版パターンテーブルは、例えば表１
に示す領域特徴－無色版パターンテーブル４１を、パイルハイト制約条件毎、紙種毎に設
けることで実現できる。このテーブルを用いることで、電子写真プロセスに利用する無色
版パターンについて、パイルハイト制約条件及び紙種を考慮した無色版パターンを生成す
ることができる。
【００７３】
　パイルハイト制約条件としては、定着ローラーのニップ幅、定着温度、トナー種類のい
ずれか一つもしくは二つ以上の組み合わせを用いる。また、紙種情報としては、紙の重さ
、紙の白色度、紙の光沢度、紙の表面平滑度のいずれか一つもしくは二つ以上の組み合わ
せを用いる。
【００７４】
　なお、以上の説明では、領域特徴に加えて、パイルハイト制約条件、紙種情報の双方を
用いるものとしたが、領域特徴に加えて、パイルハイト制約条件のみを用い、紙種情報を
用いなくてもよい。
【符号の説明】
【００７５】
　１…画像処理装置、２１…画像処理部、２２…ルックアップテーブル、２３…学習処理
部、３４…領域分割部、３５…領域特徴抽出部、３６…無色版生成部、４１…領域特徴－
無色版パターンテーブル、４２…キーワード－領域分割パラメータテーブル、４３…キー
ワード－無色版パターンパラメータテーブル。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００７６】
【特許文献１】特表２００８－５３２０６６号公報
【特許文献２】特開２００８－１４５４５３号公報
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